
23 国際主義の問題について (テ ーゼ・補 )

「序
章
』第
９
号
〓

九
七
二
年
）

★
国
際
主
義
の
問
題
に
つ
い
て

（テ
ー
ゼ

ｏ
補
）

七
月
二
十
日

今
、
日
本
革
命
に
か
か
わ
る
革
命
家
の
前
に
、

一
国
主
義
者
か
、
国
際
主
義
者
か
を
例
外
な
く
問

う
事
態
が
発
生
し
て
い
る
。
長

い
革
命

の
歴
史
の

中
で
、
カ
ウ
ツ
キ
ー
主
義
者
が
常
に
そ
う
で
あ

っ

た
よ
う
に
、
革
命
史
の
現
実
が
、
日
前
に
自
ら
を

も
包
摂
す
る
力
と
し
て
表
現
さ
れ
た
時
、
そ
れ
を
、

科
学
性

・
歴
史
性
を
持

っ
て
対
象
化
し
え
な
い
結

果
と
し
て
、　
一
国
主
義
者
は
常
に
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
ジ

ー
の
側
に
大
衆
を
領
導
す
る
役
割
を
果
た
し
て
来

た
の
だ
。

ツ
イ
ン
メ
ル
ワ
イ
ル
左
派
に
よ

つ
て
引
き
つ
が

れ
た
国
際
主
義
者
の
普
遍
的
質
は
、
視
点
を
変
え
、

し
か
し
、
歴
史
的
な
革
命
の
道
の
り
の
中
で
、
同

じ
様
に
問
う
て
い
る
の
だ
。

す
な
わ
ち
、
抑
圧
さ
れ
た
人
民
の
側
に
立
つ
と

い
う
世
界
史
の
創
造
を
受
け
持

つ
真
の
国
際
主
義

者
の
側
に
立
つ
か
、
革
命
的
言
辞
に
よ
る
社
会
排

外
主
義
的
認
識
の
庇
護
の
側
に
立

つ
か
？
が
問
わ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

域
内
の
「平
和
」
を
主
張
し
た
カ
ウ
ツ
キ
ー
主
義

者

の
眼
が
、
実
は
、
階
級
対
立
を
民
族
間
問
題
に

す
り
か
え
る
結
果
を
証
明
し
た
様
に
、
世
界
の
抑

圧
さ
れ
た
人
民
と
の
、
根
底
と
の
結
合
を
、
革
命

的
言
辞
で
す
ま
し
て
し
ま
い
、
自
ら
の
域
内
、
日

本
民
族
的
尺
度
と
思
考
性
に
無
自
党
に
依
拠
し
て

い
る
現
代
カ
ウ
ツ
キ
ー
主
義
者
が
、
革
命
戦
争
派

を
自
称
す
る
中
に
ま
で
は
び
こ

つ
て
い
る
と
い
う

事
実
を
、
我
々
は
驚
き
を
持

っ
て
知

っ
た
時
、
こ

の
歴
史
的
現
実
が
日
本
階
級
闘
争
の
認
識
論
の
限

界
と
し
て
、
必
然
的
に
結
果
し
て
い
る

一
つ
の
証

で
あ
る
こ
と
も
ま
た
、
痛
切
に
知
る
こ
と
が
出
来

た
。

（
こ
の
現
代
カ
ウ
ツ
キ
ー
主
義
者
が
無
自
覚

で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
真
の
革
命
派
に
益
々
全
面
的
に

敵
対
し
て
く
る
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
。）ア

ラ
ブ
赤
軍

・
Ｐ
Ｆ
Ｌ
Ｐ
の
世
界
革
命
戦
線
構

築
に
む
け
た
共
同
武
装
闘
争
、
テ
ル
ア
ビ
ブ
攻
撃

の
国
際
ゲ
リ
ラ
戦
を
、
全
面
的
に
認
め
る
の
か
否

か
、
こ
の
選
択
こ
そ
、
国
際
主
義
者
と
し
て
世
界

革
命
の
任
務
に
つ
く
の
か
、
よ
か
れ
悪
し
か
れ
、

ブ
ル
ジ
ヨ
ア
ジ
ー
の
側
に
立
つ
の
か
の
岐
路
で
あ

り
、
よ
け
て
通
る
こ
と
、
中
間
的
評
価
を
許
す
こ

と
の
な
い
、
日
本

の
革
命
家
に
と
っ
て
の
歴
史
的

メ
ル
ク
マ
ー
ル
で
あ
る
。

自
称
国
際
主
義
者
が
、
実
は

一
国
主
義
者
で
あ

る
こ
と
を
証
明
し
、
そ
の

一
国
主
義
的
思
考
を
無

自
党
化
さ
せ
て
い
る
原
因
は
、
以
下
の
二
点
に
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

①
　
世
界
史
的
な
階
級
闘
争
史
の
無
知
か
ら
来
る

独
断
に
よ
る

一
国
主
義
者

へ
の
脱
落
。

歴
史
的
な
帝
国
主
義
者
の
分
割
戦
争
と
、
シ
オ

ニ
ズ
ム
に
よ

っ
て
作
り
だ
さ
れ
た
中
東
の
階
級
闘

争
史
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い

る
。

「
イ
ス
ラ
エ
ル
国
家
」
が
存
在
し
て
い
る
と

い
う
認
識
は
、
す
で
に
国
際
主
義
者
の
失
格
者
で

あ
る
。

こ
れ
は
、
中
国
が
二
つ
存
在
し
て
い
る
と

い
う
帝
国
主
義
者
の
論
理
同
様
、
国
連
と
い
う
帝

国
主
義
者
の
お
し

や
べ
り
の
場
で
の
み
承
認
さ
れ

た
事
実
で
あ
り
、
真
実
で
は
な
い
。

，

一
九
四
八
年
、
国
連
案
と
し
て
ア
メ
リ
カ
帝
国

義
者
と
、
ソ
連
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
者
が
共
謀
し
て

っ
く
り
あ
げ
た

「国
家
」
で
あ
り
、
そ
の
国
連
の

″承
認
″
に
よ
っ
て
、
実
力
で
パ
レ
ス
チ
ナ
人
民
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ŕせ
爆

v」
.り

～
伽
轟

J]」
′
単

庶
練

郷
緊

せ
恒

セ
V漑

ŕ
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